
平成˜�年Ÿ月˜日 月曜日 第›˜›�号官 報

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
二
十
八
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）

第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
金
井
都
市
計
画
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

の
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
一
日国

土
交
通
大
臣

北
側

一
雄

〇
農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
六
号

商
品
取
引
所
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九

号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
部
商

品
取
引
所
の
定
款
変
更
の
認
可
を
行
っ
た
の
で
、
同
法
第

三
百
五
十
二
条
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
一
日農

林
水
産
大
臣

島
村

宜
伸

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

中
山

成
彬

一

商
品
市
場
を
開
設
す
る
者

中
部
商
品
取
引
所

二

上
場
商
品

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

三

公
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
由

商
品
取
引
所
法
第
百
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
中
部
商
品
取
引
所
に
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
上
場
商

品
と
し
て
期
限
（
取
引
を
開
始
し
た
日
か
ら
三
年
を
経

過
し
た
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
経
過
前

に
取
引
を
開
始
し
て
い
る
限
月
に
限
り
取
引
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
め
て
上
場
す
る

旨
の
定
款
変
更
の
認
可
を
行
っ
た
た
め
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
九
十
九
号

石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
開
発
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
の
実
施
し
た
南
鮎
川

Ａ
Ｋ
e

一
号
井
に
係
る
探
鉱
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
油
層
に

属
す
る
地
下
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
認
定
し
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
一
日経

済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

中
山

成
彬

北
緯
三
十
九
度
十
七
分
二
十
六
・
四
三
四
秒
、
東
経
百

四
十
度
四
分
十
・
五
四
六
秒
（
世
界
測
地
系
）
を
中
心
と

す
る
半
径
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
内
の
区
域
の
直
下
の

深
度
千
六
百
八
十
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
千
七
百
三
十

五
・
三
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
存
す
る
ガ
ス
層
に
属
す

る
も
の

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
号

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）

第
一
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
学
校
の
認
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
省
令
第
一
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
一
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

中
山

成
彬

学

校

の

名

称

学

部
・
学

科

名

備

考

京
都
府
立
宮
津
高
等
学
校

電
気
科

平
成
十
一
年
三
月
ま
で
の
卒

業
者
に
つ
い
て
は
従
前
の
と

お
り
と
す
る

学
校
法
人
東
洋
学
園
ユ
ー
ビ
ッ
ク
情
報
専

門
学
校

電
気
工
学
学
科
（
電
気
主
任
コ
ー
ス
）

平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
卒

業
者
に
つ
い
て
は
従
前
の
と

お
り
と
す
る

阪
南
大
学
阪
南
大
学
高
等
学
校

電
気
科
（
全
日
制
）

昭
和
六
十
年
三
月
ま
で
の
卒

業
者
に
つ
い
て
は
従
前
の
と

お
り
と
す
る

大
阪
工
業
大
学
高
等
学
校

電
気
科
（
全
日
制
）

平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の
卒

業
者
に
つ
い
て
は
従
前
の
と

お
り
と
す
る

大
阪
工
業
大
学
高
等
学
校

電
気
科
（
定
時
制
）

平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の
卒

業
者
に
つ
い
て
は
従
前
の
と

お
り
と
す
る

関
西
大
倉
高
等
学
校

電
気
科
（
定
時
制
）

昭
和
三
十
八
年
三
月
ま
で
の

卒
業
者
に
つ
い
て
は
従
前
の

と
お
り
と
す
る

関
西
大
倉
高
等
学
校

電
気
科
（
全
日
制
）

昭
和
五
十
二
年
三
月
ま
で
の

卒
業
者
に
つ
い
て
は
従
前
の

と
お
り
と
す
る

大
阪
産
業
大
学
附
属
高
等
学
校

電
気
科

平
成
十
二
年
三
月
ま
で
の
卒

業
者
に
つ
い
て
は
従
前
の
と

お
り
と
す
る

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
一
号

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）

第
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
を
受
け
た
学
校
の
住
所
の
変
更
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
省
令
第
一
条
の
四
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
一
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

中
山

成
彬

学
校
の
名
称

新

住

所

旧

住

所

変
更
年
月
日

三
重
大
学

三
重
県
津
市
栗
真
町
屋
町
一

五
七
七
番
地

三
重
県
津
市
上
浜
町
一
五
一

五
番
地

平
成
十
七
年
四
月
一
日

〇
特
許
庁
告
示
第
四
号

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
平
成
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
十
一
号
）
第

十
三
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
業
所
有
権
に
関

す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
三
条

第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
電
子
証
明
書
を
次
の
よ
う
に
定

め
、
平
成
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
一
日

特
許
庁
長
官

小
川

洋

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
十
三
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る

電
子
証
明
書

一

政
府
認
証
基
盤
（
複
数
の
認
証
局
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ

Ｃ
（
国
際
標
準
化
機
構
／
国
際
電
気
標
準
会
議
。
以
下

単
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
」
と
い
う
。）九
五
九
四
一
八

（
二
〇
〇
一
年
版
）
の
三
・
三
・
一
六
に
規
定
す
る
認

証
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
認

証
基
盤
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
九
五
九
四
一
八
（
二
〇
〇

一
年
版
）
の
三
・
三
・
四
五
に
規
定
す
る
認
証
基
盤
を

い
う
。）で
あ
っ
て
、
行
政
機
関
の
長
そ
の
他
の
国
家
公

務
員
の
職
を
証
明
す
る
こ
と
そ
の
他
政
府
が
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
て
手
続
を
行
い
、
又
は
行
わ
せ
る

た
め
に
運
営
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
け

る
ブ
リ
ッ
ジ
認
証
局
（
政
府
認
証
基
盤
を
構
成
す
る
認

証
局
で
あ
っ
て
、
政
府
認
証
基
盤
を
構
成
す
る
他
の
認

証
局
以
外
の
認
証
局
と
相
互
認
証
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ

九
五
九
四
一
八
（
二
〇
〇
一
年
版
）
の
八
・
一
・
二
に

規
定
す
る
相
互
認
証
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。）と
相
互
認
証
を
行
っ
て
い

る
認
証
局
で
政
府
認
証
基
盤
を
構
成
す
る
認
証
局
以
外

の
も
の
が
作
成
し
た
電
子
証
明
書
（
規
則
第
一
三
条
第

一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
る
こ

と

二

特
許
庁
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
入
手
し
た

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
、
通
信
で
き
る
電
子
証
明
書

で
あ
る
こ
と

「
熊
本
県

八
代
市
の
区
域
」
を
「
熊
本
県

八
代
市
の

玉
名
市
の

区
域
（
旧
坂
本
村
、
旧
千
丁
町
、
旧
鏡
町
、
旧
東
陽
村
及

区
域
（
旧
横
島
町
の
区
域
に
限
る
。）

び
旧
泉
村
の
区
域
を
除
く
。）」
に
改
め
、「
玉
名
郡
の
内

横
島
町
の
区

域
」
を
削
り
、「
竜
北
町
の
区
域
」を「
氷
川
町
の
区
域
（
旧

竜
北
町
の
区
域
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
二
十
七
号

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
国

土
交
通
省
令
第
八
十
二
号
）
第
三
十
一
条
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
施
行
規
則
第
三
十

一
条
第
三
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
水
準
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
八
月
一
日国

土
交
通
大
臣

北
側

一
雄

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
施
行
規
則
第
三
十
一
条
第
三

号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
水
準
は
、
次
の
各
号
の
額

を
上
回
ら
な
い
水
準
と
す
る
。

一

当
該
事
業
に
対
す
る
国
の
補
助
金
が
あ
る
場
合
に
お

け
る
当
該
補
助
金
の
額

二

駅
施
設
利
用
円
滑
化
事
業
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業

に
係
る
施
設
の
う
ち
地
方
公
共
団
体
の
補
助
の
対
象
と

な
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
施
設
ご
と
に
地
方
公
共
団

体
の
補
助
金
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
補
助
金
の
額

の
合
計
額
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